


小児若年型糖尿病においては毎日の医療的家庭管理が治療の主軸である。従っ

て患児やその家族に十分な教育を行ない、主治医の指導が完壁に行われるよう

にする必要がある。従来の欧米における歴史や、昭和 38 年のわれわれの小児

糖尿病サマーキヤンプの積上げから、サマーキヤンプが教育上もっとも有効で

あることを知った。


